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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第１区分
【発行日】平成26年7月24日(2014.7.24)

【公表番号】特表2012-504546(P2012-504546A)
【公表日】平成24年2月23日(2012.2.23)
【年通号数】公開・登録公報2012-008
【出願番号】特願2011-530140(P2011-530140)
【国際特許分類】
   Ｃ０１Ｂ  25/37     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/02     (2006.01)
   Ｂ０１Ｊ  20/30     (2006.01)
   Ｂ０１Ｄ  15/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０１Ｂ  25/37    　　　Ｌ
   Ｂ０１Ｊ  20/02    　　　Ａ
   Ｂ０１Ｊ  20/30    　　　　
   Ｂ０１Ｄ  15/00    　　　Ｍ
   Ｂ０１Ｄ  15/00    １０１Ｂ

【誤訳訂正書】
【提出日】平成26年6月6日(2014.6.6)
【誤訳訂正１】
【訂正対象書類名】特許請求の範囲
【訂正対象項目名】全文
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　リン酸ジルコニウム粒子を製造する方法であって、
　（ａ）水性溶媒中でオキシ塩化ジルコニウムを、少なくとも１つの２０～８０の分子量
の酸素含有単官能性有機添加剤と、溶液を形成するために、組み合わせること、並びに
　（ｂ）（ａ）で得られる該溶液をリン酸と組み合わせること、そして該少なくとも１つ
の２０～８０の分子量の酸素含有単官能性有機添加剤を、ゾルゲル沈殿によりリン酸ジル
コニウム粒子を得るために、除去すること
　を含み、
　少なくとも２０～８０の分子量の酸素含有単官能性有機添加剤は、オキシ塩化ジルコニ
ウムの重量基準で２５ｗｔ％～７０ｗｔ％の量で該溶液中に存在し得ることを特徴とする
、
　リン酸ジルコニウム粒子を製造する方法。
【請求項２】
　オキシ塩化ジルコニウムを水性溶媒中に溶解し、その後、２０～８０の分子量の酸素含
有単官能性有機添加剤を添加して、工程（ａ）の該溶液を形成する、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　オキシ塩化ジルコニウムが、１．１ｇ／ｍｌ～１．５ｇ／ｍｌの濃度で水性溶媒中に存
在する、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　オキシ塩化ジルコニウムが、水性溶媒中に飽和濃度まで存在する、請求項１に記載の方
法。
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【請求項５】
　２０～８０の分子量の酸素含有単官能性有機添加剤が、ジルコニウムイオンと可溶性重
合錯体を形成する、請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　２０～８０の分子量の酸素含有単官能性有機添加剤が、アルコール、カルボン酸塩又は
それらの組合せである、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　２０～８０の分子量の酸素含有単官能性有機添加剤が、メタノール、エタノール、プロ
パノール、イソプロパノール、酢酸、プロピオン酸又はそれらの組合せである、請求項１
に記載の方法。
【請求項８】
　リン酸がオルトリン酸を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　（ｃ）工程（ｂ）から得られるリン酸ジルコニウム粒子を含有する水性スラリーを、９
０℃～１００℃の温度で実行される熱処理にかけること、
　をさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　工程（ｂ）中、ジルコニウムイオン及びホスフェート基が、ホスフェートに対するジル
コニウムのモル比で１～３で存在するように、工程（ａ）で得られる溶液と、リン酸の溶
液とを組み合わせる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　工程（ｂ）の前に、（ａ）で得られる溶液をＨＣｌと組み合わせることをさらに含む、
請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　リン酸ジルコニウム粒子が、下記パラメータ：（ａ）オキシ塩化ジルコニウムと２０～
８０の分子量の酸素含有単官能性有機添加剤との該溶液を該反応ベッセルに添加する速度
、（ｂ）リン酸の該溶液を該反応ベッセルに添加する速度、（ｃ）リン酸の該溶液のｐＨ
、（ｄ）該反応ベッセル内のオキシ塩化ジルコニウム、２０～８０の分子量の酸素含有単
官能性有機添加剤又はリン酸の濃度、（ｅ）該反応ベッセル内のＨＣｌの存在、（ｆ）該
撹拌機の速度、又は（ｇ）これらの任意の組合せの１つ又は複数、のパラメータを制御す
ることにより得られる粒径及び粒度分布を有する、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　リン酸ジルコニウム（ＺｒＰ）粒子であって、以下の特徴：
　０．５～４．９ミクロンの平均粒径、
　少なくとも１０ｍ２／ｇ　ＺｒＰのＢＥＴ表面積、及び
　１０ｍｇ／ｄＬのＮＨ４－Ｎにおける、７ｍｇ～９ｍｇ　ＮＨ４－Ｎ／ｇ　ＺｒＰの、
透析液中のアンモニア容量、
　を有する、リン酸ジルコニウム（ＺｒＰ）粒子。
【請求項１４】
　リン酸ジルコニウム（ＺｒＰ）粒子であって、以下の特徴：
　４５ミクロン～９０ミクロンの平均粒径、
　少なくとも２ｍ２／ｇ　ＺｒＰのＢＥＴ表面積、及び
　２０ｍｇ／ｄＬのＮＨ４－Ｎにおける、少なくとも１５ｍｇ　ＮＨ４－Ｎ／ｇ　ＺｒＰ
の、透析液中のアンモニア容量、
　を有し、
　該リン酸ジルコニウムは、リン酸に対するオキシ塩化ジルコニウムのモル比が１：２．
８～１：３．２で形成されている、
　リン酸ジルコニウム（ＺｒＰ）粒子。
【請求項１５】
　少なくとも１５ｍ２／ｇ　ＺｒＰのＢＥＴ表面積を有する、請求項１４に記載の粒子。
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【請求項１６】
　少なくとも０．００７１ｍＬ／ｇの細孔容積、少なくとも０．５ｍＬ／ｇ（ＳＴＰ）の
単層容積、及び少なくとも３０％の２０ｎｍ～８０ｎｍの孔径含有率をさらに有する、請
求項１４に記載の粒子。
【請求項１７】
　請求項１３又は１４に記載のリン酸ジルコニウム粒子を含有するカートリッジを含む、
透析カートリッジ。
【誤訳訂正２】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００３８
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００３８】
　本発明はさらに、水性溶媒中でオキシ塩化ジルコニウムと少なくとも１つの低分子量の
酸素含有単官能性有機添加剤とを組み合わせて、低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤
（複数可）がジルコニウムイオンと錯体を形成することにより、ジルコニウムイオンの水
和が低減され得る溶液を形成させ、該溶液とリン酸又はリン酸塩とを組み合わせること、
及び少なくとも１つの低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤を蒸発させて、ゾルゲル沈
殿によりリン酸ジルコニウム粒子を得ることによって、リン酸ジルコニウム粒子を合成す
る方法を提供する。本方法は、リン酸ジルコニウム粒子を含有する水性スラリーを熱処理
にかけることをさらに含み得る。
【誤訳訂正３】
【訂正対象書類名】明細書
【訂正対象項目名】００５４
【訂正方法】変更
【訂正の内容】
【００５４】
　本発明は、（ａ）水性溶媒中で少なくとも１つの低分子量の酸素含有単官能性有機添加
剤をオキシ塩化ジルコニウムと組み合わせて、該低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤
がジルコニウムイオンと錯体を形成する溶液を形成し、及び（ｂ）（ａ）で得られる溶液
をリン酸と組み合わせ、そして、該低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤を蒸発させて
、ゾルゲル沈殿によりリン酸ジルコニウム粒子を得ることを含む、リン酸ジルコニウム粒
子を製造する方法に関する。典型的な非限定的な量として、少なくとも１つの低分子量の
酸素含有単官能性有機添加剤は、オキシ塩化ジルコニウムの重量基準で約２０ｗｔ％～７
０ｗｔ％（例えば、２５ｗｔ％～６０ｗｔ％、３０ｗｔ％～５０ｗｔ％の添加剤）の量で
存在していてもよく、かつ／又はリン酸に対するオキシ塩化ジルコニウムのモル比は１：
２．８～１：３．２であり得る。これらの範囲未満の、またこれらの範囲を超える他の量
及びモル比を使用してもよい。水性溶媒は脱イオン水又は逆浸透（ＲＯ）水であってもよ
い。オキシ塩化ジルコニウムは、水性溶媒中に溶解（そうでなければ、混合）されていて
もよく、その後、低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤を添加して、工程（ａ）の溶液
を形成してもよい。オキシ塩化ジルコニウムは、水性溶媒中に溶解（そうでなければ、混
合）されていてもよく、その後、低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤を添加して、工
程（ａ）の溶液を形成してもよい。オキシ塩化ジルコニウムは、水性溶媒中に飽和濃度又
は他の濃度レベルまで存在し得る。低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤は、水性溶媒
中に溶解（そうでなければ、混合）されていてもよく、その後、オキシ塩化ジルコニウム
を添加して、工程（ａ）の溶液を形成してもよい。低分子量の酸素含有単官能性有機添加
剤は、溶液中のジルコニウムイオンの全て又は実質的に全てを錯体に変換するのに十分な
モル量で工程（ａ）の溶液中に存在し得る。低分子量の酸素含有単官能性有機添加剤はジ
ルコニウムイオンと可溶性重合錯体を形成することができる。
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